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はじめに
　東アジアにアメリカのプロテスタント教会が宣教を始めた時期は、中国において
は清朝末期、日本は幕末動乱期であった。本稿で取りあげる女性宣教師 J.P. キャン
ベル 1 が活躍した 1887 ～ 1920 年は、まさに米国南メソヂスト監督教会 2 が東アジア
の中国から日本、そして韓国へと宣教を拡大する時期に当たる。
　キャンベルの宣教についての先行研究としては、彼女が韓国で開拓した教会の各教
会史の中でその宣教を取り上げた李徳周（ ；イ・トクジュ）による著書『ソウル
年会史』3、『琮橋教会史』 4、『培花百年史』5、『子橋教会百年史』6 や、権智英（
; コン・チヨン）の論文「キャンベル婦人の宣教と神学に関する研究（A Study of the 
Mission and Theological Thoughts of Mrs. Josephine P. Campbell）」7 などが挙げられる。
これらの先行研究は、主に韓国におけるキャンベルの宣教に焦点を当てている。
　しかし、近年、キャンベルの宣教を南メソヂスト監督教会の海外宣教の一環として捉
えるのがより妥当ではないか、という見解の論文が主流となって来た。例えば、木下
隆男の論文「ウォルター・R. ランバスと韓国（1907 年を中心に）」 8 や、洪伊杓の論文
「W.R. ランバス宣教師と朝鮮半島（永遠なる東アジアの友）」9 では、関西学院を創立
し、その後アメリカに戻ってからは南メソヂスト監督教会海外宣教の総務の役を担っ
1  Josephine Peel Cambell（1852. 4 ～ 1920. 11. 12), 本論文では J.P. キャンベルをキャンベルと省略して論
じる。
2  本稿では、これ以降は「南メソヂスト監督教会」と省略して論じることにする。
3  李徳周（ ；イ・トクジュ）『 （Ⅰ）1884 ～ 1945 年（ソウル年会史Ⅰ）』、ソウル：
基督教大韓監理会ソウル年会、2007 年。
4  李徳周『 （琮橋教会史）』、ソウル：図書出版琮橋教会、2005 年。
5  梨花百年史編纂委員会（編）『梨花百年史』、ソウル：梨花女子大学出版､ 1994 年。
6  尹春炳『子橋教会百年史（1900 ～ 2000 年）』、ソウル；基督教大韓監理会子橋教会出版、2001 年。
7  権智英（ ；コン・チヨン））『 （キャンベル婦人の宣
教と神学に関する研究 ; A Study of the Mission and Theological Thoughts of Mrs. Josephine P. Campbell）』、
ソウル：2009 年。
8  木下隆男「ウォルター・R. ランバスと韓国（1907 年を中心に）」『関西学院史紀要』、関西学院発行、
2008 年、37 ～ 56 頁。
9  洪伊杓「W.R. ランバス宣教師と朝鮮半島（永遠なる東アジアの友）」『関西学院史紀要』、関西学院発行、
2011 年、91 ～ 132 頁。
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た W.R. ランバスについて論じているが、これらの論文ではランバスの宣教を日本に
おける宣教師としてだけ捉えるのではなく、南メソヂスト監督教会による東アジアの
宣教を担った一人の宣教師として捉え論じている。
　こうした先行研究の成果を踏まえ、本稿では 1887 年前後のランバス父子と、キャ
ンベルの中国での働きを南メソヂスト監督教会宣教師として、共に担った同労者とし
て捉え、考察する。
　本稿でキャンベルを取りあげる理由は、主に次の二点にある。第一に、彼女は南メ
ソヂスト監督教会が派遣した初めての女性宣教師として、特に東アジアの女性宣教に
その使命を見出していた事である。それまでの女性を宣教師として派遣された夫と共
に宣教の使命を担った夫
・ ・ ・ ・ ・
人宣教師と言うならば、キャンベルは一人の女性として、東
アジアの女性への宣教を担うために立てられた人であった、と言う事ができる。その
ような彼女が東アジアの女性に宣べ伝えた福音の真理とはどのようなものであったの
だろうか。東アジアにおいて女性は、儒教の影響により教育の機会を得る事と、社会
に参加する事に消極的であったことから、キャンベルが同じ女性として担った女性の
意識の近代化という使命は大きな意義を持つ。
　第二に、キャンベルの宣教活動はその前半期（1887 年～ 1904 年 4 月）において、
それまで行われていた南メソヂスト監督教会の東アジア宣教の典型的な例に倣って行
われた。しかし、キャンベルの宣教後半期（1905 年～ 20 年）においては、彼女自身、
韓国に派遣された初めての女性宣教師として、その使命と責務を認識し、それを担っ
ていく中で、彼女独自の宣教と韓国の風土に適応した宣教が行われていった。このよ
うな宣教の土着化は、現代において重要な視点である。
　それでは、キャンベルがその宣教の前半期に経験した東アジアにおける典型的な宣
教とはどのようなものであり、後半期に彼女が独自に担っていた宣教とはどのような
ものであったのか。本稿ではこのことを中心に彼女の宣教を明らかにしていくことに
する。
宣教の軌跡
１．米国南メソヂスト監督教会の海外宣教
　キャンベルの宣教について述べる前に、彼女を派遣した南メソヂスト監督教会は当
時、どのような状況にあったのか明らかにする必要がある。それを知ることでキャン
ベルが東アジアに赴いた理由とその目的をより明確に捉えることができる。
　キャンベルは女性宣教会から派遣された宣教師であった。当時、各教派で海外女性
宣教会が組織されたのは、アメリカで女性の権利が向上した時期でもある。1861 ～
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65 年の南北戦争の間、戦場に出る男性に代わり、女性が社会の中で多くの役割を担
うようになり、様々な方面で女性の活躍が認められ、女性の意識も向上していった。
　したがって、この時期は十分な教育を受けた女性が多く育てられ、女性の政治参加
と社会活躍をうながす女性の権利擁護運動と共に、アメリカ内外に女性宣教師を派遣
する宣教活動も活発に展開されたのである。
　やがて、教会内では「女性のための独自の宣教機構」の必要性が提唱され、米国長
老教会（1868 年）をはじめ、米国メソヂスト監督教会（1868 年）、米国東部バプテス
ト教会（1871 年）、米国西部バプテスト教会（1871 年）、自由バプテスト教会（1873 年）
など、多くの教団が女性のための宣教機構を設立した。これらの「女性のための宣教
会」は、地域の教会で資金後援を受け、宣教冊子刊行や海外での病院学校設立などの
宣教事業を展開し、女性たちを医師、教師、そして宣教師として派遣したのであった。
　その中でも、キャンベルを派遣した南メソヂスト監督教会の海外女性宣教会は、「女
性が女性に福音を伝えよう」をモットーに組織された機関であった。女性独自の宣教
機構を組織するための最初の試みは、1858 年のレバノン地域のテネシー年会であり、
それはランバス大夫人 10 の中国における女性と子どもを対象に行われた宣教を支援
するためのものであった。
　その後、海外女性宣教会は 1910 年までに 30 都市に宣教本部を建て、20 都市に延
べ 89 人の女子宣教師を派遣している。しかし、その後、南北戦争勃発によりその働
きが中断されてしまった 11。
　ランバス大夫人は、その夫 J.W. ランバスと共に、中国・日本で活躍し、後にキャ
ンベルが中国宣教で担うようになった上海女学校（Clopton School）を設立している。
ランバス大夫人は南メソヂスト監督教会の女性宣教の初期機関だけでなく、その後に
組織される海外女性宣教会を導き、開拓者の役割を果たした。彼女が中国で活躍した
のは、1854 年 9 月～ 1886 年 7 月までの約 32 年間で、中国宣教を終えてからは夫の
J.W. ランバスと共に日本の神戸を中心に活躍した。神戸で彼女は「山二番館」と呼ば
れた自宅で日本人女性を対象に婦人学舎を始め、1888 年 9 月に女性伝道者を養成す
るための神戸伝道学校を創立している 12。
　南メソヂスト監督教会が「いつ」から韓国宣教に関心を持つようになったのかを正
確に知ることは難しい。李徳周も言及しているように、南メソヂスト監督教会の韓国
10  Mary Isabella McClellan Lambuth；1833 ～ 1904 年。
11  James Cannon Ⅲ , History of Southern Methodist Missions 73,101; Sara Estelle Haskin, Women and Missions 
in the Methodist episcopal Church, South pp.13-14.
12  関西学院創立 125 周年記念事業推進委員会（編）『関西学院事典（増補改訂版）』、関西学院大学出版会、
2014 年、473 ～ 474 頁。
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宣教は中国宣教の延長線上で行われた 13、と見るのが妥当であろう。
　当時、南メソヂスト監督教会宣教部が発行していた海外宣教専門雑誌 The Methodist 
Review 1886 年 3 月号に韓国の関連記事が掲載されていることから、既に韓国で宣教
を始めていた米国メソヂスト監督教会の宣教師アペンセラーとスクレントン親子の宣
教直後から、南メソヂスト監督教会の宣教部も、独自的な関心を寄せていたことが分
かる。
　しかし、当時の南メソヂスト監督教会のアジア宣教は、中国と日本に集中していた
ため、韓国に宣教師を派遣する余力はなかった。それが中国宣教開始 40 年を迎えた
1890 年代に入ってから、中国の上海、蘇州、広東などの南部地域への宣教と日本へ
の宣教が安定的な動きを見せていたことから、中国の北部地域に「宗教地域拡張計画」
として関心を向けるようになった、と見られる。
　この計画により、早速 1894 年 2 月に、中国宣教 15 年目に入った宣教師リード
（Clarence F. Reid）が北部地域を探訪した。山東と遼東一帯を周り、そこで活躍して
いる他教派の宣教部関係者と対話を重ね、地域の状況を観察した結果、「既に他の宣
教部が活躍している地域に、今から入って宣教を始める必要があるのか」、という疑
問を持ち、中国北部地域の宣教拡張計画に対する否定的な見解を宣教本部に送ってい
る 14。
　リードが宣教拡張地域として中国北部を視察したのは、次のような理由があった。
アメリカから派遣されたばかりの多くの宣教師にとって、中国南部の熱帯海洋性気候
は過ごし難く、健康を害し本国に帰国する例が多かった。そのため、アメリカ本土の
気候と似た中国北部地域に宣教基地を作り、中国の環境に適応しながら長期的に宣教
に従事しようという宣教計画が持ち上がったのである。
　このように、中国に進出した南メソヂスト監督教会宣教師たちが、宣教地域拡張の
必要性を感じながらも、その対象地域を得られないことで悩んでいた時、その突破口
となったのが、以前、洗礼を受けた中国で南メソヂスト監督教会員となった韓国人尹
致昊（ユン・チホ）からの要請書であった 15。彼は中国、アメリカで 10 年の亡命生
活の後に帰国し、教育部次官となっていた。
　リード宣教師は、「報告書を宣教本部に送った後、この（中国北部宣教）問題に
ついて考えていた際、韓国から緊急な要請が届いた。それは教育部次官として国王
に仕えていた尹致昊を通して、松島で事業を営んでいる李健爀（イ・コンヒョク：
13  李徳周『    （韓国教会初期の物語）』 ､ ソウル：弘星社、2006 年。 
14  James Cannon Ⅲ , History of Southern Methodist Missions, p.156.
15  Yun Tchi Ho, The Methodist Review of Missions, May, 1896. 
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）からの書簡であった。それを受け取った南メソヂスト監督教会は、私たち（南
メソヂスト監督教会）として無視できない神の導きとして受け入れた」16、と記して
いる。
　そのため、彼らは中国宣教拡張の方向を中国北部ではなく、韓国へと転換したので
あった。当時、尹致昊は中国にいた宣教師だけでなく、南メソヂスト監督教会の指導
者クラスの人々にも広く知られた人物であった。そのため、南メソヂスト監督教会の
宣教部は彼の宣教要請を断ることなく、1895 年 10 月、ヘンドリックス監督とリード
宣教師を韓国に派遣したのである。
　その後、宣教地探索の決定と実行の責任を果たしたヘンドリックス監督はアメリカ
に戻り、1896 年 5 月の南メソヂスト海外宣教部年会で、その進行状況を詳しく報告
している 17。そこでは南メソヂスト監督教会の韓国宣教は「中国宣教の地域拡張」と「尹
致昊の宣教要請」という二つの要因の絶妙な結合（combination of circumstances）であっ
た、と表現されている 18。
　時を同じくして、1890 年 12 月以後、妻の病気のため日本から本国に戻り南メソヂ
スト海外宣教局主事の職に就いた W.R. ランバス 19 は、1892 年に Methodist Review of 
Missions の主筆となったが、韓国宣教を支持する立場で 1894 年に韓国関連の記事を
掲載し、その必要性をアピールしている 20。
　その後、W.R. ランバスは宣教師としてのそれまでの経験を活かし、1901 年 4 月、
ニューオリンズで開催された南メソヂスト監督教会の協議会で「海外宣教事業の歴史、
方針及び展望」という演説を行い、海外宣教の重要な原則として承認された。それは、
　１．現地にいるキリスト教伝道者に高い地位を与えるべきである。新約聖書の使徒
たちの先例に従えば、教化したいと願っている国で働き手を募るのが望ましい。
　2．何を教えるかということを、注意深く見守る必要がある。私たちは道徳、聖職
者、教義の体系や制度を教えるために派遣されているのではない。－人であり
給う生けるキリスト、福音書のキリストを伝えるために使わされているのであ
る。無意識のうちにキリストの御顔をヨーロッパ化してしまっていることが多
過ぎるのである。
　3．私たちの宣教の最終目標は、各教派の支部を設立することではなく、その土壌
に天の王国の種を植え、その結果、その国の特質に最も適合した形でのキリス
16  Korea Mission, The Review of Missions Jul, 1896, p.35.
17  Ibid.,p.36.
18  Ibid.,p.36.
19  関西学院創立 125 周年記念事業推進委員会（編）『関西学院事典（増補改訂版）』、474 ～ 475 頁。
20  W.R. Lambuth, Korea: Past and Present (The Methodist Review, Sep.-Oct)., 1894.
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ト教を発展させる事でなければならない。　
というものであった 21。ランバスによって提案されたこの海外宣教の原則は、それ以
後の南メソヂスト海外宣教に適応される重要な原理となった。
２．召命に至るまで
　キャンベルは海外宣教を通し、福音宣教と共に医療、教育などの事業を担うように
なる。彼女は人々の要求と可能性について大きな関心を持っていた。それは、キャン
ベルが夫と 2 人の子ども、計 3 人の家族を結婚後、5 年の間に失くしたという経験に
起因している。
　彼女はすべてを失った自分の心を神の働きで満たして下さるよう祈るようになり、
その祈りの通り、後に中国への宣教師として献身することになった。「彼女の悲しみ
の経験を通して形成された特別な人格的なタラントは、やがては彼女の魅力として作
用した」22、と研究家のブラウンが指摘している通りである。
　また、宣教師として海外に派遣されるまでに、大きな影響を及ぼした人物としてロー
ラ・ヘイグットが挙げられる。キャンベルは家族を亡くした後、ジョージア州アトラ
ンタを訪問し、アトランタ女子高校の校長をしていたヘイグットに出会っている。
　二人の出会いから数年後、ヘイグットは中国への宣教師として志願するが、その際、
キャンベルにも中国宣教に参加するよう促している 23。事実、キャンベルはヘイグッ
トから宣教協力を要請する手紙を受け取っており、それが彼女の宣教の大きな契機と
なった。
　その後、宣教地での働きに役立つ技術を身につけるため、キャンベルはシカゴの看
護師養成所に入り、教育を受けた。また、海外で英語を教えるため師範学校に通い、
宣教地で学校を運営することができる教師の資格も取得した。キャンベルがヘイグッ
トからの宣教要請の手紙を受け取ったのは 1886 年で、アメリカで学校に通い宣教に
必要な備えをした後、中国に赴いたのは翌 1887 年春であった。
３．中国での宣教（1887 年～ 1897 年）
　キャンベルが中国で活動した時期は、中国宣教史において「教会建設（1860 ～
1895 年）」と呼ばれる時期であった。アヘン戦争（1840 ～ 1842 年）以後、天津条約
（1858 年）と北京条約（1860 年）が結ばれ、証明書と言われる許可書を持参した外国
21  神田健次『W.R. ランバスの使命と関西学院の鉱脈』、関西学院大学出版会、2015 年、104 ～ 105 頁。
22  Juanita Brown, Pioneering in Korea, Winsome Call: Twelve Sessions for Women’s Missionary Societies.p.33.
23  ウォルター・R. ランバス（著）堀忠（訳）山内一郎・神田健次（監修）『医療宣教：二重の任務』、
関西学院大学出版会、2016 年、181 頁。
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人に内地旅行が認められた。同時に、中国で全般的な信教の自由が認められ、教育、
文書、医療、福祉に至る多様な宣教活動が繰り広げられるようになった。
　当時の中国におけるキリスト教宣教は、一種の文化啓蒙運動を伴っていた事がその
大きな特徴の一つと言える。当初から宣教師は医療と教育を中心に宣教に従事したが、
活動が本格化し中国本土に入ってからは、初等教育から中等および高校教育に至る組
織的な学校を設立する一方、広く治療と衛生を保つため整備された病院を建て、文化
的にも大きな役割を果たした 24。
　これまで、キャンベルの中国における具体的な宣教活動があまり知られていなかっ
たのは事実である。先行研究『培花 60 年史』、『姜夫人の略歴』には、「キャンベルは
中国で慈善事業をしていた」、と簡略に記されているだけである。しかし、宣教本部
があるアメリカ・メソジスト歴史記録保管所の所蔵資料や、宣教師仲間であったロー
ラ・ヘイグットについての著書『ローラ・ヘイグットの生涯とその手紙（Life and 
Letters of Laura Askew Haygood）』などの資料によれば、「キャンベルは上海と蘇州な
どで、女性に関わる教育および、医療事業、そして福音宣教を担っていた」25、と記され、
彼女が活躍していた都市やその活動について、より詳細な記録が見られる。
　キャンベルが中国に滞在していた 10 年間、それまで宣教を担っていた先輩宣教師
やその仲間から、女性に関わる教育、医療、福音宣教についての基礎を習得し、徐々
にその責任の一部を担いながら、東アジアにおける女性への宣教の特異性と、その重
要性について認識していった、と見ることができる。
　また、1887 年 4 月 13 日付書簡でヘイグットが休養地である日本の神戸で、キャン
ベルに再会していることを友人に綴っていることから 26、当時のアジア宣教を担った
人々は、中国だけでなく日本をも視野に入れた東アジア宣教圏の構想を共有していた、
という事ができる。
　書簡の中で、ヘイグットは神戸で再会したキャンベルが、もはやアメリカで出会っ
た時の姿でなく、自分に果された新しい使命を認識し、そのビジョンに心躍らせる「輝
かしい光」の姿であったことを書き綴っている。
　ヘイグットは、以前、アメリカで女子高校の校長を勤めていたこともあり、女子教
育を中心に、その宣教活動を行っていた。ヘイグットが上海女学校と中西女塾を建て
たように、キャンベルもその後に派遣された中国の地方で学校を建て、教師として活
動した。そしてその後、韓国に渡って女性のための学校を設立したのである。
24  趙薫『中国キリスト教史』、ソウル：   、92 ～ 93 頁。
25  Anna Muse Brown, Oswald Eugene Brown, Life and Letters of Laura Askew Haygood, Publishing house of M. 
E. Church, South, 1904,p.206.
26  Ibid., p.203.
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　キャンベルが中国宣教に加わる 1887 年頃、南メソヂスト監督教会は上海と蘇州を
中心に宣教活動を行っていた。この時期、J.W. ランバスは上海で教育事業を担い、ア
レンは中西書院を設立している。その後、これらの事業が連合し蘇州大学（Suzho’s 
Southern Methodist University）の前身である Gong Hang School が設立された。宣教の
基礎は J.W. ランバスと現地の牧師たち、リードなどによって担われ、医療宣教はラ
ンバスの息子である W.R. ランバスによって基礎が築かれ、W.H. パークがその後を継
いだ。
　そして、女性と子どもへの宣教活動は、南メソヂスト監督教会の中国宣教初期にラ
ンバス大夫人によって展開され、初の女性宣教師であるローチ・レンキンと、ローラ・
へイグット、そして多くの後継者が継承した。その一人が本稿で取りあげたキャンベ
ルである。
　やがて 1888 年に、キャンベルは上海から蘇州に移ったが、その理由は当時、蘇州
の宣教状況がキャンベルのような人材を切望していたからであった。その頃、宣教本
部は、この男性病院の隣に女性病院（Woman’s Soochow Hospital）を建てて運営して
おり、男子学生と女子学生のための寮も運営していた。
　当時、男性病院（Soochow Men’s Hospital）を開院していた W.R. ランバスの後を
パークが引き継いでいた。女性病院には女性の医師がいたが、彼女には医療の知識を
持つ女性スタッフや助手が必要であった。そのため、女性病院を開いたフィリップス
（Mildred Phislips）は、婦人宣教会にそのことを要請し、要請を受けた上海の婦人宣
教会は、看護大学を卒業したキャンベルを蘇州に派遣する、との決定を下したのであっ
た。こうしてキャンベルは、1888 年の年会が終った直後、蘇州に出発したのであった。
　蘇州に到着してから、キャンベルは、婦人宣教会本部で 4 つの役割を果たした。第
一に蘇州の婦人宣教会本部の管理者、第二に蘇州女性病院の助手、そして第三に学校
の管理担当者、第四に福音宣教者であった。
　蘇州の女性病院について、キャンベルは蘇州の女性病院の助手として入り、シカゴ
看護大学で磨いた医術を基に、医者たちの補佐を担当し、看護師を率いる立場で病院
を管理した 27。
　病院での医療宣教において、キャンベルはパークからも医術を学び、フィリップス
に続いて病院を運営するアン・ワータ（Anne Walter）が病院に着任するまでの 2 ～ 3
年の間、病院を管理した。既述したキャンベルが関わった男性病院とは、「博習医院」
であるが、当時の医院の日課について次のような記録が残っている。
　「日課は厳しく定められていて、6 時に起床の鐘の音で始まり、鐘を叩く音に従っ
27  ウォルター . R. ランバス『医療宣教：二重の任務』、158、288 頁。
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て次の行動に移り、就寝の鐘で一日が終わる。日課の中には、宗教的教育も入って
いて、主要な位置を占めていた。定時の講話と病床での奨励があり、聖書や小冊子
が配布された」28。
と記されており、派遣された宣教師たちは、医療事業においても常に宣教につながる
活動を行っていたことが分かる。
　キャンベルは同時期に、その宣教活動として、蘇州の西に学校を建て、これを運営・
監督する仕事も果たしている。この学校は蘇州学校（Soochow Day School）と呼ばれ
た。またこの学校とは別に、既に創立されていた Mary Lambuath School と East Side 
Boarding School を引き続き運営し、監督している。
　さらに特記すべきは、キャンベルはこの時期、中国の女性たちへの福音宣教のため
に中国語聖書の必要性を感じ、新約聖書の「ヨハネによる福音書」を蘇州の方言で翻
訳していることである。宣教報告書を読み解くと、キャンベルの女性たちへの宣教方
法は、「家にいる女性たちを訪問し、また彼女たちから訪問を受ける」29 という方法で
あった。こうした草の根的宣教活動によって、キャンベルは現地の人々の信頼を得る
ようになった。
４．ソウルでの宣教
（１）宣教のと前半期と女子教育　
　これまで、キャンベルが婦人宣教会から派遣された者として、中国で婦人宣教会本
部の管理者、蘇州女性病院の助手、学校の管理担当者、そして福音宣教者という役割
を果たしたことを考察して来た。
　そして、1897 年 10 月、キャンベルは南メソヂスト監督教会女性宣教会海外宣教
部 30 の決定により、韓国に初めての女性宣教師として派遣され、中国で養女として
迎えた娘ヨ・ドラ（Dora Yui, 余小姐）と共に渡韓した 31。
　養女と共に韓国に渡ったことから、この事は当時の南メソヂスト監督教会が中国宣
教で得た宣教の効果および方針だったと捉えることができる。ランバス一家が日本宣
教を始める際、彼らは英国人ダラスの学校で学んでいた日本人鈴木愿太（げんた）を
通訳として同行し渡日した 32。同様に、キャンベルも宣教の同労者としてヨ・ドラを
伴った、と捉えることができる。ヨ・ドラは良き理解者として、看護師、教師、そし
28  神田健次『W.R. ランバスの使命と関西学院の鉱脈』、71 頁。
29  Anna Muse Brown,Oswald Eugene Brown, Life and Letters of Laura Askew Hagood, p.241.
30  Woman's Board of Foreign Mission of the Methodist Episcopal Church South.
31  Sara Estelle Hanskin, Women and Missions in the Methodist Episcopal Church, South, P.75.
32  池田裕子「南メソヂスト監督教会日本伝道の初穂、鈴木愿太の生涯」『関西学院史紀要』、関西学院発行、
2006 年、30 頁。
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て伝道者として活動した。彼女は親切と謙遜、誠実さを備えた働き人であり、弱く貧
しい人々に関心を注ぐ人物であった。
　それでは、韓国におけるキャンベルの宣教前半期の活動は、中国での宣教経験をど
のように生かし、その一方でどのように独自に展開していったのか考察する。
　1898 年、キャンベルはソウルの景福宮近く、宦官たちが住んでいた近くに土地を
得て、本格的に女性のための学校（Boarding School）を始めた。この時、教師は 2 人、
教科はハングルと漢文であった。日本における多くのミッション・スクールがその創
立時から英語を教え、英語で聖書を学ぶなど、欧米の文物を取り入れようとしていた
事に比べ、キャンベルが韓国で最初に教えたのは、彼女自身が駆使できなかったハン
グルや漢文であったことは何を意味するのか。それは宣教の担い手である自分より、
韓国の女性たちが自分たちの話す言葉を読み書きすることで、聖書の真理に接し、自
由で自立した生活を送って欲しい、と願っていたからであった。
　初めの学生は 6 人だった。最初の学生は宣教師の家の番をしていた朴氏の娘で、他
の 5 人はキャンベルが巡回中に出会った子どもたちであった。初期は、男の子も彼女
の教育の場にいたとされる 33。しかし、彼らは 1902 年以後、アメリカのメソヂスト
監督教会が開いた男子校「培材学堂」に移り、その後、キャンベルは主に女子教育に
専念することになった 34。
　翌 1899 年に学生は 20 人に増え、1901 年は 38 人、1902 年には 48 人へと増加した。
日清戦争勃発により 1903 年は休校となり、数は 32 人に減ったものの、翌 1904 年に
は 50 人と、学生は更に増加していった。
　このように女性宣教会から派遣された初めての女性宣教師キャンベルが女性への教
育に専念したのは、当時の韓国における女性たちの地位について、同じ女性として特
別な思いがあったからである。
　当時の韓国女性たちは、儒教的な秩序の中で、特に『小学』などに見られる東洋の
陽と陰に基づく性理学的な規律により、男女を区別していた。女性は独立的な存在で
なく依存的な存在だ、と定められていた。朝鮮時代の女性は、ただ娘として、妻とし
て、母として存在するのみであった 35。このような価値観が支配する社会で、女性へ
の教育を期待することは困難をきわめた。
　そのことについて、『1900 年に朝鮮に住む』を記したムースは、「朝鮮の女性は夫
のパートナーではない。低い品性を備えた存在として待遇を受け、自分の王であり、
33  キャンベルは 1902 年の報告書で、培花学堂にいた 2 人の少年が培材学堂に入る準備が整っている、
と言っている（J. P. Cambell, Report of Work Under Women’s Board, MECS, 1902, p.39.）。
34  Ibid.,p.39.
35  姜明観『烈女の誕生』、ソウル： 、2009 年、113 頁。
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主人である夫の命令を聞く単なる一僕であり、奴隷に過ぎない」36、と記している。
　欧米人に映った朝鮮の女性は、夫と対等な人格を備えた存在ではなかった。彼女た
ちには名前がなく、通称で呼ばれていた。そして、結婚後は出身地に因んで「〇〇宅」
と呼ばれるか、子どもの名前に因んで「〇〇のお母さん」、と呼ばれるだけで、一人
の人格として認識されることはなく、女性は家庭の最も低い場所に位置づけられてい
たのである 37。
　その後、時代の変化と共にこのような価値観は少しずつ変化していく。アメリカ留
学経験のある『独立新聞』主幹の西在弼や、尹致昊がその最先端に立ち、女性の教育
と権利を擁護する新聞記事を書き、演説・講演などを行うようになったのである 38。
　キリスト教に入信し、教育の機会を得た女性たちに起きた変化やその様子について、
ムースは次のように述べている。すなわち、
　「少
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
女と女性のための学校は、この国のどこにもなかった。少なくとも 25 年前まで、
初の宣教師がこの隠遁の国に来るまでは。それ以前、女性のための学校は皆無で
あった。……今や、数多くの女性たちが希望の福音を聞き、聖書の尊い真理をより
多く学ぶために、文字を習っている。彼女たちの多くが、既に 40 代、50 代を過ぎ
た今になって、福音を初めて聞いている。しかし、そのような年代にもかかわらず、
彼女たちは文字を習い、一人で聖書を読む。こうした事実は、彼女たちが一旦、自
分の能力を自覚すると、自分たちが必要とするすべての能力を発揮することができ
る、ということを立証しているものである」39。
と記されている通り、初期の学生たちはその両親が不自由な身分であったり、または
家庭の事情により家に留まることができない身分の低い子どもたちであった。しか
し、その後すぐに彼女たちが知的にすぐれた女性として育まれるのを見て、次第に階
級が高い少女たちも彼女たちと机を並べて勉強するのを望むようになった。そのため、
1903 年にキャロライナ学堂と呼ばれていた学校は、寺子屋式の従来の規模を拡大し、
2 年制の中学校予備科を設置、10 月 2 日に認可を得て、12 月 2 日には学校名を培花
学堂へと変更した。この「培花」という校名は尹致昊が選んだ名前である 40。
（２）キャンベルが行った宣教の特徴
　キャンベルの学校宣教の特徴を二点に分け、考察する。第
・ ・ ・
一に、授業科目にハング
36  Jacob Robert Moose( 著 ) 文武弘（訳）『1900 年に朝鮮に住む（1900, ）』ソウル :
  、2008 年、156 頁。   
37  Jacob Robert Moose『1900 年に朝鮮に住む（1900, ）』、158 ～ 160 頁。
38  権智英『 （A Study of the Mission and　Theological Thoughts 
of Mrs. Josephine P. Campbell）』 ､ 107 頁。
39  Jacob Robert Moose､ 156 ～ 157 頁。
40  ブイ「培花女学校とその他、付属学校の由来」『朝鮮南メソジスト 30 周年記念報』、ソウル：基督教
大韓監理会出版、95 頁。
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ルが加えられた点である。キャンベルや宣教師たちは韓国で福音や聖書の教えを説く
際、エリートの言葉である漢字ではなく、大衆一般や女性たちが話すハングルを用い
た。この決断の中に、最も低い所に福音の光を照らそうとしていた当時の宣教師たち
の宣教方針を伺い知ることができる。
　宣教師たちが創立した学校で導入された教科に注目すると、東アジア宣教という枠
にも関わらず、韓国と日本で異なる様相と傾向が見られる。同じ頃、日本で創立され
た女学校とは違う傾向を見せているのである。
　ランバス父子宣教師が日本に蒔いた種が最初に実った学校は広島女学院であり、そ
れは関西学院の創立の 3 年も前であった 41。ランバス父子は、広島女学院と広島流川
教会の創立、及び女性宣教師ゲーンズが着任するまで、関わっていた。その時のこと
を老ランバスは、次のように書いている。
　「1886 年 10 月の初旬、広島の砂本からキリスト教に深い関心を抱く人たちを導く
ために広島を訪問するようにとの切羽詰ったような招きを 2、3 度受け取り、そこ
で鈴木愿太と共に 10 月 20 日に神戸を発ち、岡山までは陸路、そこから海路で広島・
宇品港に着き、10 月 25 日に鳥屋町野口旅館で最初の小さな集会をもった。
　　その後、ランバスと砂本が初めて聖書研究と英語教育のための小さな私塾「広島
女学会」を西大工町（現、榎町）開いたが、これが広島女学院の誕生とされている。
　　さらに後、「広島英学校」の女子部を合併して一つの女学校にし、文部省に認可
された女学校として「私立広島英和女学校」が、翌 1887 年 2 月 10 日に砂本を校主
として正式にスタートした」42 。
また広島女学院の資料によると、「文武館と云って二階で法律を教え、下では剣道や
柔道を教えて居た建物が空いたので、それを借りて二階を女学校……とし、下を教会
……とした」、というふうに女学校と教会が同時に始まったことが明らかにされてい
る 43。
　韓国ソウルでキャンベルが培花学堂を創立したのと同じ頃（1887 年）、南メソヂス
ト監督教会によって日本で始められた私塾広島女学会（後の広島女学校、現広島女学
院）は、その後ゲーンズ 44 のもとで小学校と幼稚園、保姆養成科が発足し、女性の
職業訓練が行われ、創立時から女性の経済的な自立に主要な目的が置かれていたこと
が分かる。その後、広島県と市から、英語、家政、音楽の教師養成のための高等専門
41  今田寛「広島女学院創立協力者：ランバス宣教師父子」『関西学院史紀要』、関西学院発行、2008 年、7 頁。
42  1886 年 12 月 31 日の四季会記録、今田寛「広島女学院創立協力者：ランバス宣教師父子」『関西学院
史紀要』、13 頁。
43  広島女学院百年史編集委員会（編）『広島女学院百年史』、広島女学院出版、1991 年、7 頁。
44  Ann Elizabeth Gaines, a. k. a. Nannie Bett Gaines, 1860-1932.
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学部の開設を検討してほしいという要請を受け、家事科と英文科から成る専門部が設
置され、英
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
語に重点をおいたキリスト教主義教育が行われた。
　第
・ ・ ・
二に、キャンベルの教えの対象が孤児や捨てられた子どもが中心であった点であ
る。これはキャンベルが従来の教育対象から排除された階層や女性たちに教育の場を
提供することで、福音の自由と真理への道を示すことを自身の宣教師としての使命と
認識していたことの表われである。
　キャンベルは 1898 年に培花女子中・高校（「培花学堂」）の前身である「キャロラ
イナ学堂」を設立し、琮橋（ ; ジョンキョウ）教会を建てている。その後、1900
年 4 月 15 日イースターの日曜日には、培花学堂の敷地内にある寮で初めて礼拝が捧
げられた。
（３）　後半期の宣教：「培花」と教会宣教について
　キャンベルの韓国での宣教は、主に学校と教会の宣教が並列して行われた。中国で
の宣教が主に病院や宣教本部、学校での責務であったとすれば、韓国では人々にキリ
スト教の福音を宣べ、その真理の基に集まった人々と共に教会を開拓することが、彼
女の大きな役割の一つとなった。
　教会とその宣教の働きのため、卒業生が卒業後も教会を支え、社会を支える柱とな
ることをキャンベルは期待した。彼女たちによってキリスト教の家庭が築かれ、彼女
たちが正規の仕事に就く自立した女性になる事を願ったのである 45 。
　自立した女性を学校における宣教活動の課題の一つとして掲げたのは、その貧しさ
によって苦しんでいる女性のために、キャンベルが生計の助けとなるものを学校の教
科に取り入れていた事からも分かる。養女のヨ・ドラは、刺繍やレース編み、編み物
などに加え、患者たちをどのように扱うべきなのかなどについても教えることができ
た。はじめは単純なものであった教育カリキュラムが、時が経つに連れ、教科も多様
で専門的な素養を備えた学生たちを輩出できるようになっていった。
　しかし、そのような教科の中でキャンベルが最も大切にしたのは、聖書であった。
なぜなら、彼女はキリスト教学校教育を通しての宣教活動を救いに至る一つの手段と
見なしていたからである。これらの教育を通して、卒業生たちがキリスト教的な家庭
を築き、キリスト教の女性であり、働き人として活躍することをキャンベルは夢見て
いた。学校のカリキュラムはそのような方向性の基に進められていったのである。
　彼女が宣教本部に宛てた報告にはより詳細に、「最も年長のクラスから一人ずつ学
45  J. P. Cambell, General Report of Work in Korea Under the Woman’s Foreign Mission Board, Together 
With Report of Caroline Institute for Year Ending, MECS, 1901,p. 21-22.
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校を巣立っています。私たちは彼女たちがキリスト教の家庭を築き、定期的な仕事に
就くことを望んでいます。一人は間もなく結婚し、元山にあるルシー女学校を手伝う
ため発ちます。そして、もう一人はキャロライナ学堂で正規授業を教えています」46、
と記されている。
　その後もキャンベルの学校を通しての宣教活動は、人数的に大きな増加はなかった
ものの、学校はその規模が一定の伸びで成長していったことが分かる。キャンベルの
活動を通して、信者の数は増え、はじめは培花学堂の父兄中心であった信者も親族や
隣人にまで急激に増加した。
　キャンベルの信仰は、キリスト教を通して得た救いの確信を体験した福音主義信仰
に基づいていたが、このようにして教会と培花学堂の教育が進行していく中で、卒業
生の進路は、一部はキリスト教会の働き人として、または他のアメリカ南メソヂスト
監督教会の教育機関に派遣された後、教師となり、そして福音を宣べ伝える説教者と
なった。キャンベルは卒業生たちにそれぞれの働き口を紹介していたとされる。
　1910 年にキャンベルが書いた文章には、彼女が学校という宣教の場を通して目指
していたものについて言及されている。それは世に出て、培花学堂で学んだものを生
かし、知識人として影響力のある生き方をしていく女性の育成であり、具体的には「人
間社会の長所と短所を認識し、何が善であり、何が悪なのかを見分ける力を備え、知
識人として責任を持って善を追い求める人、そして自分を取り巻く諸問題に対し、意
識を持って行動する」47、という聖書の人間観に基づく人材を育てる事であった。
結びに
　東アジア宣教に関わった女性宣教師キャンベルとその宣教について考察して来た。
彼女の宣教を「女性の、女性による、女性への宣教」と捉えれば、そのゴールはキリ
スト教の聖書の真理を通して、女性自らが自分の尊厳に気づき、経済的・社会的自立
を目指しながら、社会に貢献できるようにする事であった、と言えよう。
　それは当時の儒教的な慣習に縛られ、国を失った韓国の人々や女性たちにとり、国
を建て直す精神的な支柱となって、社会変革への大きな役割を果たたしたのである。
　それでは、キャンベルが中国で行っていた宣教の中で継続した点は何で、その後の
韓国における宣教の特異性は何か。第一に、中国における先達のやり方を継承したの
は、「女性として女性の中へ入って行く」方法である。キャンベルは自分の持つすべ
46  J.P.Cambell, Sixth Annual Report of Work in the Korean Field under the Woman’s Board of Foreign 
Missions M.E. Church, South, Sep. 30, 1903, MECS, 1903, p.42. 
47  J. P. Cambell, Carolina Institue, KMF, 1910, p.148. 
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てのタラントを活用し、病院で働きつつ、出会った女性たちの所に中国語で書かれた
短編福音書を携えていった。その方法は、韓国でも継続された「女性による女性へ」
の宣教であった。アジアの生活様式を理解し、その中に入って行った中国宣教初期の
夫人宣教師たちの努力が、一定の成果を得て、認識されていたと言える。
　第二に、キャンベルは中国で養女として迎え入れたヨ・ドラと共に韓国に入国して
いる。ヨ・ドラはキャンベルより先にハングルを覚え、キャンベルの宣教前半期を大
いに助けた。そのことは、ランバス一家が中国に留学中であった鈴木愿太を通訳とし
て同行し、日本での宣教を開始したのと類似した初期宣教の方法だった、という事が
できる。
　それでは、韓国でのキャンベル宣教が、中国での宣教と異なる点は何か。それは韓
国では、女子の教育と教会を中心に行われた、という点である。
　「教育の機会に恵まれない東アジアの女性に、教育の場を提供したい」というのが、
キャンベルがキャロライナ（培花）学堂を創立した理由であった。そして、その学校
が目指していたのは、聖書の人間観に基づく、社会的・経済的に自立した女性を育て
ることで、キリスト教精神に基づく社会と家庭の担い手を育てることであった。そこ
にキャンベルは自分の使命を見出していたのである。
　中国では、医療宣教と学校教育、そして教会における宣教が共に行われていたが、
韓国では、既に米国メソヂスト監督教会所属のスクレントン親子たちがソウルで病院・
医療宣教をはじめていた。したがって、中国で担っていたような医療宣教を韓国では
行っていない。
　同じように 1897 年以降に取られた南メソヂスト監督教会の日本における宣教方針
とその流れについて神田健次は、「日本で活躍していた南メソヂスト監督教会のラン
バス父子の場合も、来日時、既に医療機関がある程度、整っていたため、医療活動は
ほとんど行われず、キリスト教主義学校の設立と教会の創立を中心にその宣教活動が
展開された」と指摘している 48。
　韓国の場合も日本の場合もその背景には、1901 年に W.R. ランバスが打ち出した南
メソヂスト監督教会の海外宣教の基本方針があったことは言うまでもない。
48  神田健次『W.R. ランバスの使命と関西学院の鉱脈』、95 頁。
